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研究成果の概要（和文）：自閉スペクトラム症者のライフキャリア（職業生活を含む様々な生活場面で個人が果
たす役割）に関わる能力・態度について、“将来展望・設計”などの6領域の特徴を示した。またライフキャリ
アの能力・態度指導のために授業づくりの要件を整理すると共に、それらに基づく授業実践と授業の分析を重ね
た。その結果「基本となるキャリア教育」と「課題に焦点化したキャリア教育」、そして「対話的な働きかけに
基づく個別のキャリア教育」を組み合わせた多層的な支援のモデルを考案し、支援の有用性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This study presents the characteristics of six domains, including "future 
outlook and planning," related to the abilities and attitudes of individuals with autism spectrum 
disorder (ASD) concerning their life careers (roles individuals play in various life settings, 
including vocational life). The study also organized the requirements for lesson planning to 
instruct on life career abilities and attitudes and conducted lesson implementation and analysis 
based on these requirements. As a result, a multi-layered support model was devised, combining "
basic career education," "issue-focused career education," and "individual career education based on
 dialogic interventions," confirming the usefulness of this support.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 特別支援教育　自閉スペクトラム症　キャリア教育　ライフキャリア　能力・態度　発達　多層支援モ
デル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
特別支援教育において自閉スペクトラム症者の支援は重要であり、キャリア教育の充実が求められている。そこ
で、本研究ではライフキャリアに着目し、能力・態度の特徴を示した。またライフキャリアの支援の中核は“授
業”であるため、その要件を整理し、加えて多層的な授業の構造を想定し、実践でその有用性を確認した。この
ような教育課題への接近によって、共生社会の実現に向け、自立と社会参加を目指す自閉スペクトラム症者のた
めの教育資源が、より一層充実したと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
平成 29 年に公示された小学校・中学校学習指導要領に、特別活動を要としたキャリア教育の

推進が明示された。これにより、小・中・高等学校全ての教育段階での必要性が明確になったと
いえる。特別支援教育においてもキャリア教育実践は、就労や職業生活に視点をあてたワークキ
ャリア発達支援と、生涯の生き方に視点をあてたライフキャリア発達支援があり、双方の重要性
が認識されているが、ライフキャリア発達支援の実践については、報告が少ない。 
本邦においては、学校教育段階におけるライフキャリア発達支援の実践そのものが少なく、大

学生を対象としてライフキャリアの能力・態度を測定した河崎（2010）の研究と、その結果に基
づく高等学校と大学での実践例（丸山,2016）は貴重である。しかし能力・態度を育む指導プロ
グラムは今後の研究課題として提起されており、特別支援教育には言及されていない。 
ところで、平成 19 年の学校教育法改正後、特別支援教育の対象として明確にされた発達障害

者、特に高機能の自閉スペクトラム症者への支援の充実は、小・中学校、高等学校だけでなく特
別支援学校においても重要な検討課題である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は次の 3 点である。①自閉スペクトラム症者のライフキャリアの能力・態度を

実証的に明らかにすること、そして、その成果に基づき、②特別活動を要とする自閉スペクトラ
ム症者のライフキャリアの能力・態度指導プログラムを開発すること、最後に、③その指導プロ
グラムの成果を検証することである。 
 
３．研究の方法 
(1)文献研究 
令和元年にライフキャリア教育や実践を検討するために、CiNii Articles において、「ライフ

キャリア（教育 OR 発達）（障害 OR 特別支援教育）」および「ライフキャリア（教育 OR 発達）
NOT（障害 OR 特別支援教育）」をフリーワード検索のキーワードとし、キャリア教育答申以降
2012～2019 年に公表された研究・報告等著作物を抽出した。また令和 4 年に 2020 年以降 2022
年の期間に公表された研究資料を検索・検討した。 
 
(2)調査研究 
 令和 2年に 20～50 代の自閉スペクトラム症者 5名に対して、個別聴取を行った。聴取内容は、
対象者の同意を得て、IC レコーダー等で録音した。調査にあたっては、ライフキャリアの能力・
態度である「将来展望・設計」、「情報収集・啓発的経験積極性」、「意志決定スキル」、「肯定的な
自己理解」、「他者との関係重視」、「生活経験・ライフバランス」（河崎,2010）を参考に、19 項目
作成した。録音した回答（総時間数約 158 分）は、全て文字化し、まず、項目ごとの回答内容が
「有る/肯定」、「無い/否定」、「どちらともいえない」のいずれであるか評価し、「○」、「×」、「△」
印を付した。次に、各回答に含まれる主要テーマを選定した。選定にあたっては、テキストデー
タマイニングソフトウエア Total Environment for Text Data Mining 4.3 を用いて「まとめと
エディタ」機能を使用して、「主役」、「主題」、「最重要文」（砂山,2020）を抽出し、それらを参
考にして、テーマを端的に表す語を付した。 
 
(3)実践研究 
 令和 2 年に小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒を対象とした授業実践と特別支援
学校小・中学部の授業分析を行った。 
令和 3年には小・中学校の授業分析（共に特別支援学級に在籍する児童生徒を含んでいる）と

特別支援学校高等部の授業分析を行った。 
また令和 4 年にも小学校の授業（特別支援学級に在籍する児童を含む）分析を行った。 
さらに令和 5 年に小学校の特別支援学級に在籍する児童を対象とした授業実践と授業分析、

そして小・中学校の授業分析（共に特別支援学級に在籍する児童生徒を含んでいる）を行った。  
最後に、令和 6年に小学校の特別支援学級に在籍する児童を対象とした授業実践を行った。 

 
４．研究成果 
(1)自閉スペクトラム症者の「ライフキャリアの能力・態度」 
 自閉スペクトラム症者は、次のようなライフキャリアの能力・態度を有していることを示した。 
①将来展望・設計 
「自身の将来」については、現在の世帯状況との関連が推察でき、親族と同居している若い世  

代は独居という世帯変化を予想するが、単身世帯の経験者、あるいは、現在単身世帯の対象者で
は、その後の生活への予測は認められなかった。一方、「将来の夢」については、有無が分かれ
た。また、「今後必要になると思われるので、今していること」には、趣味や生活に関する発展
的な準備と健康管理などの現状を維持するための準備が含まれていた。 
②情報収集・啓発的経験積極性 



「関心あるメディアと情報」は多様であり、現在の生活、趣味や仕事との関連が推察でき、家
事のための実用的な情報を得ようとしたり、趣味･嗜好を満たそうとしたりしており、活発に取
り組まれていた。一方、「職場で情報を収集したり、経験したりすること」に対する積極性は比
較的乏しく、余暇の経験に対する積極性については有無が分かれた。 
③意志決定スキル 
「困ったこと」に対する自覚があり、「対処」については、自助努力と他者への相談に分かれ

るが、「大切なことの決め方」は、主として他者への相談に基づいていた。 
④肯定的な自己理解 
「生活の楽しさ」は感じているものの、「自分に対する自信」「自分に対する好感」「仕事がで

きるという職場の評価」「頼りになるという知人の評価」を肯定することには“ためらい”が認
められた。 
⑤他者との関係重視 
「職場の人の大切さ」が強く認識されており、行動的な職務への関与や職場での人間関係など

職場での気遣いを明確に示していた。 
⑥生活経験・ライフバランス 
不本意な職務や辛い生活であっても肯定的に捉えたり、糧にしたりすることができていた。ま

たライフバランスでは、趣味を重視する姿勢が認められた。 
 
(2)ライフキャリアの能力・態度指導プログラムの開発と検証 
①プログラム探索のための小・中学校、特別支援学校での実践と授業分析 
 ライフキャリアの能力・態度指導プログラムの開発に向けて、試行的な実践と事例の分析を通
して、次のようなプログラムに繋がる要点を示した。 
・家庭との連携や好みの報酬を組み合わせた指導 
家庭と連携した“お手伝い”の取り組みによって、児童の自己肯定感を高めるきっかけとなっ

た。また特別活動における働く意欲を育てる体験的な活動、例えば、学級での個別の役割を重視
した学級活動においては、“ポイントを得ることができる”、そして“ポイントを集めるとお楽し
み活動をすることができる”、また“活動すると褒めてもらえる”ことが動機づけとなり、主体
的に取り組むことができた。 
・異学年で学習集団を設定した指導 
特別活動において、異学年で学習集団を構成することで、活動における役割、例えば、リーダ

ーシップ、メンバーシップなどが明確になり、児童同士の対話が活性化された。そして役割の遂
行には、児童が選択し、決定するという意思決定の過程が組み込まれていることが大切である。
また断続的な活動であっても活動が計画的であることは、児童にとって見通しが立ち、役割遂行
に有効であった。 
・就職や進学の準備性の確認や姿勢を育む指導 
職業技能のような、将来の事柄に関する自己の能力理解においては、不自然に肯定的であるこ

とがあり、自己評価と教員や保護者の評価(他者評価)が一致しているかどうかを十分に把握し、
指導に反映させる必要がある。ただ、そのような場合でも自己評価を尊重し、生徒と対話しなが
ら、本人の気づきを促すような言葉かけが大切である。また、上級学校への進学といった比較的
身近な事柄についてもイメージすることは容易でなく、親近感のある人物を挙げる、思考を可視
化するなどの配慮が必要であった。 
・学校生活と将来をつなぐための指導 
生徒にとって将来の事柄は、抽象的な“夢”を描くことはできても、年代ごとの携わる職務、

暮らしの様子など具体的な“姿”をイメージすることは難しいため、想定をしやすくする設定が
必要であった。そして、生徒が個人で考えながらも、同年代の他者とのやりとりを通して、自分
や他者の将来の姿を共有する機会をつくることも大切であった。また、現在の自分を分析し、生
徒が将来の進路について目を向けるようになるためには、授業での教科学習がどのように将来
に生かされているのかを生徒が実感できることが大切である。 
・対話を重視した指導 
 役割を遂行するためには、生徒自身の障害の状態に応じた機材や用具などを準備したり、開発
したりする必要があるが、教員の判断だけで、生徒に提供するのではなく、生徒と対話し、共に
考えたり、申し出るように促したりすることが重要である。またこのような対話を意図的に行う
ことで、役割を担うための好ましい態度の理解にも深まりが認められた。 
②プログラム開発のための小・中学校、特別支援学校での実践と授業分析 
試行的な実践と事例の分析を通して、ライフキャリアの能力・態度指導プログラムを開発した。 

・社会資源の有効な活用と学級役割の明確化 
社会人外部講師、例えば会社員の活用や実際の業務機器などの活用によって、児童の描く将来

像が明確になり、学ぶことと自己の将来を関連づけるために有用であった。そしてこのような活
動では、児童同士、児童と教員間の対話に加えて、児童と外部講師との対話が重要であった。ま



た、特別活動に関わって、児童の“係”の活動と“当番”の活動を意図的に区分することで、主
体的な役割の遂行が促され、学級活動が活性化された。 
・ライフキャリア発達支援のための授業の要件 
 令和 4年度に行った、2020 年以降 2022 年の期間に公表された研究資料に基づく文献研究の結
果に本研究のこれまでの知見を加味して、ライフキャリア発達支援のための授業づくりの要件
を示した。（表 1） 

・ライフキャリアの能力・態度への焦点化 
ライフキャリア発達支援のための授業における要件（表 1）を活用することで、ライフキャリ

アの能力・態度に関する課題が整理され、それらを改善・克服するための授業展開の導入、教材
開発などによって、課題に焦点化された授業が設計された。また本実践の結果、教員には児童の
ライフキャリア能力・態度に対する理解の深まりが認められた。一方、児童生徒の日常の授業に
おいてもライフキャリア発達支援のための授業における要件、例えば、教材の活用などは確認す
ることはできたが、部分的であり、ライフキャリアの能力・態度に関する実態や課題については
捉え切れていなかった。 
・焦点化したライフキャリアの能力・態度の支援 
発達障害のある生徒は、その特性からさまざまな場面でストレスを抱えやすく、目立った不適

応的な状態が見られなくても、学級の中で不安等のストレスを抱えながら生活を送っている生
徒がいるため、そのような場合には、まず自分のストレスに気づくこと、つまり自己の理解に焦
点化した支援が必要になる。生徒同士でテーマを共有し、対話を通してストレスの存在を確認し
合うこと、自己評価を他者の評価と照合することは、生徒に自己の理解を深めさせるために有効

表 1 ライフキャリア発達支援のための授業における要件 
 

児童生徒理解（実態の把握） 
・キャリア（かかわる力、みつめる力、すすむ力、えがく力）が把握できている 
・キャリアの能力・態度を行動レベルで把握できている 
・特性（例えば、細部への集中、作業手順の遵守などのこだわり）が把握できている 
・特性（児童生徒の“強み”）の生かし方が分かる 
・児童生徒の理解においては、「夢やあこがれが、即、個人の能力と一致しているかどうか、将来
実現する可能性があるかどうかを客観的に判断したり、また適性とか個人の興味や関心を実現
できるか適職の探索に直ちに結びつけたりしない（渡辺,2010）」姿勢を持っている 

学習目標 
・把握したキャリアの能力・態度に基づいた学習目標が設定できている 
・把握した特性に基づいた学習目標が設定できている 

学習内容の選定・組織化 
・イメージしやすい（イメージしやすいように工夫した）テーマを取り上げている 
・職業的な体験や活動を取り上げている 
・座学だけでなく体験的な学習が組み込まれている 

教材・教具 
・具体物、視聴覚教材など“見て分かる”、“操作して分かる”教材・教具を使用する 

学習計画 
・1 単位時間や 1 つの単元だけで完結せず、他の教科学習や行事との関連性を考慮している 

授業展開 
・「私は～したい」「私は～だと考える」といった児童生徒の意見、意思、判断などが繰り返し表
現できる機会がある 

・児童生徒の意見、意思、判断などに肯定的な反応を返す 
・児童生徒の意見、意思、判断の背景を予測（しようと）する 
・児童生徒同士が十分に関わる機会がある 
・児童生徒が自身の活動（言動）や仲間の活動（言動）を振り返る（積み重ねるなどの）機会が
ある 

指導体制 
・指導者間で上記内容を共有している 
・保護者（関係者）と上記内容を共有している 

評価 
・把握したキャリアの能力・態度に基づいた学習目標が評価できている 
・把握した特性に基づいた学習目標が評価できている 

 



                                                    

           対話的な働きかけに基づく 

           個別のキャリア教育 

 

                                                    児童生徒の学級活動や家庭の生活

を改善したり、充実したりするために

必要な課題に焦点化したキャリア  

教育                                                       

                                                              

基礎的･汎用的能力を学校教育 

目標などに設定し，授業づくりや 

指導に反映させる日々の授業を 

生かしたキャリア教育 

                                                    

図 1 ライフキャリアの能力・態度の多層支援モデル 
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であった。 
・ライフキャリアの能力・態度指導プログラム 
学校におけるキャリア教育は、特定の教科や領域に限定した学習時間に行うものではなく、全

ての教育活動を通して基礎的・汎用的能力を育むものである。そのため、例えば、基礎的･汎用
的能力を学校教育目標などに設定し、授業づくりや指導に反映させることが行われている（例え
ば大谷・立和名・見谷・橋本,2021）。これは日々の授業を生かしたキャリア教育実践例であり、
特別な教育的ニーズを有する児童生徒にとって、「基本となるキャリア教育」だといえる。 
一方、キャリア発達や教育に関わる特定の課題に迫るための題材を設定し、授業を行ったり、

指導したりすることも考えられる。これらのキャリア教育は、児童生徒の学級活動や家庭の生活
を改善したり、充実したりするために必要な「課題に焦点化したキャリア教育」であり、児童生
徒の発達的に要となる課題への対応でもあるといえよう。 
また、課題に焦点化したキャリア教育は、児童生徒が基本となるキャリア教育に取り組む過程

で確認されたニーズに応えたものであり、基本的となるキャリ教育にも影響を与えることが推
測できるため、前者から派生し、両者は相互に関連すると考えられよう。つまりこのように相互
に影響し合いライフキャリア発達を促す教育活動は、ライフキャリア教育プログラムと呼ぶこ
とができると考える（図 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ライフキャリアの能力・態度の多層支援モデルの有用性 
 日常の算数科や自立活動の指導の取り組みを通してキャリア発達支援をすすめ、その過程か
ら意志決定や他者との関係づくりといったライフキャリアの能力・態度に関する課題を把握し、
児童の課題に焦点化したキャリア教育のための授業づくりを行った（図 1）。その結果、主体的
に児童同士が対話を繰り返し、意思の確認や共有を行い、互いに協力しながら図形課題を解決す
ることができた。このことから、ライフキャリアの能力・態度指導における多層的な支援の有用
性が確認できた。 
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